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祝 敬老
　長い間、社会のために尽くしてこられた高齢者を敬い、長寿を祝う日です。

　　　　　　　　　　　　　※敬称略（記事は 10月５日現在で掲載）

本町の最高齢者 本町の最高齢者 いつまでも元気に生き生きと！
■男性■男性　𠮷𠮷永　良秀（100 歳　砂中）永　良秀（100 歳　砂中）■女性■女性　塩浦　ミサエ（106 歳　畠田）　塩浦　ミサエ（106 歳　畠田）

笑顔が長生きの秘訣！
９月 21 日は「敬老の日」

90 歳おめでとうございます。90 歳おめでとうございます。
本町では 90 歳の長寿者が 66 人（男性 24 人・女性 42 人）います。本町では 90 歳の長寿者が 66 人（男性 24 人・女性 42 人）います。
（※対象人数は掲載を希望しない方も含む数）（※対象人数は掲載を希望しない方も含む数）

■対象日■対象日　昭和 11 年４月２日から昭和 12 年４月１日昭和 11 年４月２日から昭和 12 年４月１日

浦元　英雄
浜津脇

榎元　睦夫
浜津脇

德永　イツ
浜津脇

田中　キミヨ
浜津脇

笹川　ナチ
平鍋

西田　美和
春田

春田　シヅ子
春田

山元　久子
二十番

今津　ヨシ子
二十番

中﨑　久子
池之平

上門　シヅ子
中之町

馬場　トミ
中之町

馬場　益美
中之町

日髙　増雄
郡原

100 歳おめでとうございます。
本町では 100 歳の長寿者が４人、101 歳以上が 10 人います。
■ 100 歳対象日　大正 15 年４月２日から昭和２年４月１日

百歳の長寿を祝って表敬訪問百歳の長寿を祝って表敬訪問
９月 16 日と 24 日に、本年めでたく 100 歳を迎える４人の長寿者を町長が表敬訪問し、内閣総理大臣からい９月 16 日と 24 日に、本年めでたく 100 歳を迎える４人の長寿者を町長が表敬訪問し、内閣総理大臣からい

ただいたお祝いの言葉と記念品の伝達授与を行うとともに、町からの記念品も贈呈しました。ただいたお祝いの言葉と記念品の伝達授与を行うとともに、町からの記念品も贈呈しました。

名前のみ希望の方名前のみ希望の方
松下　末雄（牧川）松下　末雄（牧川） 日髙　幸保（坂元）日髙　幸保（坂元） 南田　ミツ子　（旭町）南田　ミツ子　（旭町）

鎌田　政光（旭町）鎌田　政光（旭町） 田﨑　樹（畠田）田﨑　樹（畠田） 鎌田　惠美子（竹屋野）鎌田　惠美子（竹屋野）

山中　フヂヱ（つまべに苑）山中　フヂヱ（つまべに苑） 矢野　昇（本村）矢野　昇（本村） 古市　スズ子（南界園）古市　スズ子（南界園）

田平　ミチヱ
　 大牟礼

春田　マサ子
　 平鍋

居川　スミエ
　 旭町

都　貴美夫
　 原尾
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野辺　ナリ子
古房

石堂　葉子
中山

浦口　シヅヱ
中山

重野　キミ子
伏之前

須賀　君枝
伏之前

園田　徳二
伏之前

野端　絹子
伏之前

政田　一雄
伏之前

久木原　サダ子
伏之前

向井　守
伏之前

山元　美佐子
伏之前

園田　辰男
上方

大町田　京子
横町

日髙　敎子
横町

揃　文男
横町

内村　和子
旭町

永井　健二
栄町

宮園　マリ子
畠田

折戸　松義
畠田

平山　ケイ子
町山崎

鎌田　ヤスヨ
竹屋野

寺田　トミ子
大牟礼

日髙　エイ子
満足山

古市　チサ子
満足山

日髙　シヅ子
東之町

中村　孝治
女洲

知念　アキヱ
西之山

知念　八重
西之山

牧瀬　文子
田島

池山　久代
中田

池野　壽男
長谷

下川　末夫
原尾

砂坂　畩信
原尾

小山田　久子
熊野

熊野　チエ
熊野

熊野　保
熊野

山下　三郎
塩屋

俣木　ミワ
塩屋

浦口　美子
屋久津

川下　勉
屋久津

重信　フサ子
梶潟

名前のみ希望の方名前のみ希望の方
松下　末雄（牧川）松下　末雄（牧川） 日髙　幸保（坂元）日髙　幸保（坂元） 南田　ミツ子　（旭町）南田　ミツ子　（旭町）

鎌田　政光（旭町）鎌田　政光（旭町） 田﨑　樹（畠田）田﨑　樹（畠田） 鎌田　惠美子（竹屋野）鎌田　惠美子（竹屋野）

山中　フヂヱ（つまべに苑）山中　フヂヱ（つまべに苑） 矢野　昇（本村）矢野　昇（本村） 古市　スズ子（南界園）古市　スズ子（南界園）
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　　町内各地で運動会
　

９
月

　

９
月
1313
日
に
中
種
子
中
学
校
、

日
に
中
種
子
中
学
校
、

2727
日
に
町
内
小
学
校
、

日
に
町
内
小
学
校
、
1010
月
３
月
３

日
に
種
子
島
中
央
高
校
の
運
動

日
に
種
子
島
中
央
高
校
の
運
動

会
が
あ
り
ま
し
た
。（
野
間
・
納

会
が
あ
り
ま
し
た
。（
野
間
・
納

官
小
学
校
は

官
小
学
校
は
1010
月月
1818
日
に
実
施

日
に
実
施

予
定
）

予
定
）

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
徒

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
徒

競
走
や
応
援
合
戦
、
綱
引
き
な

競
走
や
応
援
合
戦
、
綱
引
き
な

ど
各
学
校
で
生
徒
た
ち
が
元
気

ど
各
学
校
で
生
徒
た
ち
が
元
気

い
っ
ぱ
い
競
技
し
ま
し
た
。

い
っ
ぱ
い
競
技
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
学
校
の
運
動
会
に

　

ま
た
、
小
学
校
の
運
動
会
に

併
せ
て
校
区
の
運
動
会
も
行
わ

併
せ
て
校
区
の
運
動
会
も
行
わ

れ
、
競
技
す
る
子
ど
も
や
保
護

れ
、
競
技
す
る
子
ど
も
や
保
護

者
、
地
域
の
声
援
で
活
気
に
溢

者
、
地
域
の
声
援
で
活
気
に
溢

れ
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。

　

中
種
子
中
学
校
の
体
育
大
会

　

中
種
子
中
学
校
の
体
育
大
会

で
は
、
熱
中
症
対
策
の
た
め
、

で
は
、
熱
中
症
対
策
の
た
め
、

初
め
て
中
央
体
育
館
で
行
わ
れ

初
め
て
中
央
体
育
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

ま
し
た
。

増田小　短距離走増田小　短距離走

増田小　玉入れ増田小　玉入れ

南界小　親子種目南界小　親子種目

南界小　応援合戦南界小　応援合戦

星原小　星原音頭星原小　星原音頭

星原小　入場行進星原小　入場行進岩岡小　集合写真岩岡小　集合写真

岩岡小　一輪車リレー岩岡小　一輪車リレー

中種子中学校　綱引き中種子中学校　綱引き

中央高校　２００ｍ走中央高校　２００ｍ走

中央高校　騎馬リレー中央高校　騎馬リレー

油久小　綱引き油久小　綱引き

油久小　リレー油久小　リレー
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主
な
経
歴

新
井
一
矢
（
32
歳
・
東
京
都
出
身
）

平
成
31
年
３
月　

京
都
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科

　
　
　
　
　
　
　

修
士
課
程
修
了

平
成
31
年
４
月　

農
水
省
入
省
政
策
統
括
官
付　

穀
物
課

令
和
２
年
５
月　

政
策
統
括
官
付　

経
営
安
定
対
策
室

令
和
３
年
４
月　

農
産
局
技
術
普
及
課

令
和
４
年
７
月　

大
臣
官
房
政
策
課
計
画
グ
ル
ー
プ

令
和
５
年
４
月　

大
臣
官
房
政
策
課
食
料
安
全
保
障
室

令
和
６
年
７
月　

農
林
水
産
技
術
会
議
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　

研
究
調
整
課

令
和
７
年
12
月　

農
林
水
産
技
術
会
議
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　

研
究
企
画
課

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

こ
の
度
、
令
和
８
年
９
月
の
議
会
で

ご
同
意
を
い
た
だ
き
、
10
月
１
日
付
で

副
町
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
４
月
に
農
林
水
産
省
へ
入

省
し
、
食
料
安
全
保
障
や
ス
マ
ー
ト
農

業
技
術
な
ど
に
関
す
る
政
策
の
立
案
に

携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

培
っ
た
知
見
を
、
町
の
基
幹
産
業
で
あ

る
農
林
水
産
業
の
振
興
を
は
じ
め
、
様
々

な
分
野
で
生
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
ま
れ
も
育
ち
も
東
京
の
自
分
に

と
っ
て
、
農
林
水
産
業
の
現
場
に
近
い

中
種
子
町
で
の
生
活
は
と
て
も
楽
し
み

で
す
。
島
や
町
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い

こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は

町
民
の
皆
さ
ま
の
話
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。
そ
の
上
で
、田
渕
川
町
長
の
も
と
、

外
か
ら
来
た
者
な
ら
で
は
の
視
点
も
取

り
入
れ
、
よ
り
良
い
町
づ
く
り
に
微
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ

ま
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新あ
ら
い井　

一か
ず
や矢
氏
が
副
町
長
に
就
任

　

令
和
８
年
10
月
１
日
付
け
で
新
井
一
矢
氏
が
副
町
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

社会福祉法人暁星会創立 20 周年記念式典
　

９
月

　

９
月
2626
日
に
、
種
子
島
こ
り
ー

日
に
、
種
子
島
こ
り
ー

な
で
社
会
福
祉
法
人
暁
星
会
創

な
で
社
会
福
祉
法
人
暁
星
会
創

立立
2020
周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ

周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り

れ
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り

返
り
ま
し
た
。
式
典
後
に
行
わ

返
り
ま
し
た
。
式
典
後
に
行
わ

れ
た
福
祉
ま
つ
り
で
は
、
利
用

れ
た
福
祉
ま
つ
り
で
は
、
利
用

者
に
よ
る
発
表
や
有
志
の
方
に

者
に
よ
る
発
表
や
有
志
の
方
に

よ
る
舞
踊
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま

よ
る
舞
踊
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
演
歌
歌
手
の

し
た
。
さ
ら
に
、
演
歌
歌
手
の

川
中
美
幸
さ
ん
に
よ
る
コ
ン

川
中
美
幸
さ
ん
に
よ
る
コ
ン

サ
ー
ト
や
落
語
家
の
三
遊
亭
遊

サ
ー
ト
や
落
語
家
の
三
遊
亭
遊

子
さ
ん
に
よ
る
落
語
が
行
わ
れ
、

子
さ
ん
に
よ
る
落
語
が
行
わ
れ
、

大
勢
の
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

大
勢
の
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、

　

ま
た
、
2525
日
に
は
、
川
中
さ

日
に
は
、
川
中
さ

ん
の
曲
に
も
あ
る
「
暖
流
桜
」

ん
の
曲
に
も
あ
る
「
暖
流
桜
」

を
種
子
島
中
央
体
育
館
に
植
樹

を
種
子
島
中
央
体
育
館
に
植
樹

し
、
暁
星
会
の

し
、
暁
星
会
の
2020
周
年
の
節
目

周
年
の
節
目

を
記
念
し
ま
し
た
。

を
記
念
し
ま
し
た
。
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　まちの話題　　まちの話題　 まちの話題　まちの話題　

　

９
月
16
日
に
、
熊
野
集
落
老

人
会
を
は
じ
め
複
数
の
集
落
か

ら
約
30
人
の
方
が
学
校
参
観
に

訪
れ
ま
し
た
。

　

南
界
小
学
校
の
卒
業
生
も
多

く
、
歴
代
校
長
の
写
真
や
学
校

施
設
を
見
な
が
ら
「
懐
か
し
い

な
あ
」
と
会
話
を
す
る
声
が
聞

こ
え
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
児
童
の
学
習
の
様
子

を
参
観
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活

用
し
た
授
業
に
驚
か
れ
る
様
子

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

時代を超えて残るものと変わるもの
南界小学校を訪問

　

９
月
26
日
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー

で
第
５
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
キ
ッ

ズ
活
動
を
行
い
、「
中
秋
の
名
月

を
学
ぼ
う
」
を
テ
ー
マ
に
伝
統

や
風
習
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
食
生
活
改
善
推
進
員

の
方
を
講
師
に
招
き
、
み
た
ら

し
団
子
と
か
ぼ
ち
ゃ
団
子
を
作

り
個
性
あ
る
様
々
な
形
の
団
子

に
仕
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

試
食
し
た
子
ど
も
た
ち
は
「
自

分
た
ち
で
作
っ
た
団
子
は
格
別

に
お
い
し
い
」
と
大
満
足
の
様

子
で
し
た
。

第５回チャレンジ・キッズ活動
中秋の名月を学ぼう

　

９
月
27
日
に
、
野
間
校
区
全

世
帯
を
対
象
に
地
震
を
想
定
し

た
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
中
種
子
分
遣
所

や
中
種
子
町
防
災
協
力
会
な
ど

の
関
係
機
関
も
参
加
し
、
安
否

確
認
や
情
報
伝
達
訓
練
、
住
民

個
々
に
よ
る
防
災
安
全
点
検
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
を
通
し
て
、
住

民
１
人
ひ
と
り
の
防
災
意
識
が

一
層
高
ま
っ
た
と
同
時
に
自
主

防
災
組
織
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
今
後
の
課
題
も
明
確
に
な

り
ま
し
た
。

野間校区防災訓練
野間校区全世帯を対象に実施

　

星
原
小
学
校
区
合
同
運
動
会

に
向
け
て
、「
星
原
音
頭
」
の
練

習
を
行
い
、
校
区
か
ら
４
人
の

方
が
指
導
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
星
原
音
頭
」
は
校
区
の
伝
統

あ
る
踊
り
で
あ
り
、
子
ど
も
た

ち
が
長
く
受
け
継
い
で
く
れ
る

こ
と
を
願
い
、
丁
寧
に
教
え
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

運
動
会
で
は
、
地
域
の
方
と

楽
し
そ
う
に
踊
る
姿
が
見
ら
れ
、

星
原
音
頭
へ
の
親
し
み
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

校区の伝統ある踊り
星原小学校
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　まちの話題　　まちの話題　

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
鈴
木
花

菜
で
す
。
種
子
島
で
暮
ら
す
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
、
台
風
の
接
近
を
身
近

に
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
最
近

は
全
国
的
に
線
状
降
水
帯
に
よ
る
浸

水
被
害
が
相
次
ぎ
、
自
然
災
害
が
よ

り
身
近
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

島
に
来
た
当
初
は
、
防
災
無
線
の

存
在
を
あ
ま
り
気
に
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
中
種
子
町
で
は
世
帯
ご
と

に
戸
別
受
信
機
が
配
布
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
私
の
地
元
で
は
馴
染
み
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
扱
い
方
が
わ
か

ら
ず
、
遠
い
部
屋
に
置
い
た
ま
ま
に

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
あ
る
時
「
そ

の
情
報
、
ど
う
し
て
知
っ
て
い
る
ん

で
す
か
？
」
と
尋
ね
た
と
き
、「
防

災
無
線
で
言
っ
て
た
よ
」
と
返
っ
て

き
て
、
町
で
の
浸
透
率
の
高
さ
に
驚

い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
れ

以
来
、
受
信
機
を
近
く
に
置
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

先
日
、
中
種
子
町
で
土
砂
災
害

危
険
警
報
レ
ベ
ル
４
が
発
表
さ
れ
た

夜
、
私
は
勤
務
を
終
え
て
帰
宅
し
た

と
こ
ろ
で
し
た
。
雨
風
の
音
が
大
き

く
、
避
難
し
た
方
が
良
い
の
か
、
町

か
ら
何
か
情
報
が
出
て
い
な
い
か
落

ち
着
か
な
い
気
持
ち
で
防
災
無
線
の

放
送
を
待
ち
ま
し
た
。
同
時
に
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を

確
認
す
る
と
、
避
難
所
開
設
の
案
内

が
更
新
さ
れ
て
お
り
、
状
況
を
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
気
づ
け

ば
、
自
然
と
防
災
無
線
の
放
送
を
待

つ
自
分
が
い
た
の
で
す
。

　

今
回
の
警
報
を
き
っ
か
け
に
、
私

自
身
も
災
害
グ
ッ
ズ
を
見
直
し
、
防

災
マ
ッ
プ
で
安
全
な
ル
ー
ト
を
確
認

し
て
お
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、

防
災
無
線
を
聞
き
逃
し
て
し
ま
っ
た

場
合
で
も
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

は
防
災
情
報
や
防
災
無
線
配
信
一
覧

が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
内
容
を
確
認

で
き
ま
す
。
外
出
中
に
は
公
式
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
が
と
て
も
役
立
つ
の
で
、
ま
だ

友
達
追
加
し
て
い
な
い
方
は
ぜ
ひ
登

録
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

地域おこし協力隊通信（№ 117）　

　

９
月
30
日
に
、
竹
屋
野
集
落

出
身
の
畠
中　

隆
氏
（
建
設
会

社
隆
成
社
長
）
が
「
か
ご
し
ま

外
国
人
材
受
入
優
良
企
業
」
と

し
て
県
知
事
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
外
国
人
材
が

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
優
良
企
業
を
表

彰
す
る
も
の
で
す
。

　

同
社
で
は
、
従
業
員
の
３
分

の
２
に
あ
た
る
８
人
を
雇
用
し
、

社
宅
提
供
や
運
転
免
許
証
の
取

得
な
ど
を
支
援
し
、
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
っ
て
い
ま
す
。

県知事賞を受賞
竹屋野集落出身　畠中　隆氏

　

10
月
５
日
に
、
陸
上
競
技
場

に
お
い
て
第
58
回
中
種
子
町
小

学
校
陸
上
記
録
会
が
開
催
さ
れ
、

各
小
学
校
か
ら
５
・
６
年
生
の

児
童
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

記
録
会
で
は
、
１
０
０
ｍ
走

や
リ
レ
ー
、
走
り
高
跳
び
な
ど

が
行
わ
れ
、
児
童
た
ち
は
自
己

ベ
ス
ト
や
新
記
録
を
目
指
し
て

競
技
に
挑
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
年
生
男
子
１
０
０

０
ｍ
走
と
60
ｍ
障
害
走
の
２
種

目
で
野
間
小
学
校
の
進
藤
凱
真

さ
ん
（
畠
田
）
が
記
録
を
更
新

し
ま
し
た
。

第 58 回中種子町小学校陸上記録会
５・６年生の児童が記録に挑む
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なかたねの財政事情
　令和７年度の一般会計と特別会計の決算をお知らせします。

入歳
　歳入総額 84 億 602 万円（前年度比 0.3％増）、歳出総額
82 億 3,153 万円（同 2.8％増）となり、差引額から翌年度
への繰越財源や財政調整基金への積立金などを加味した実
質単年度収支は 709 万円の赤字となりました。

　歳入については、繰入金が 5,411万円（前年度比11％増）、
国庫支出金が１億 3,891万円（同10.4％増）、その他が 3,908
万円（同10.2％増）増加した一方で、県支出金が 2,353 万
円（同 3.5％減）の減少となりました。主な増減としては、
公共施設等総合管理基金による繰入金の増加、重点支援地
方創生臨時交付金に係る国庫支出金の増加、財産収入およ
び繰越金によるその他の増加、災害復旧に係る県支出金の
減少が挙げられます。

　歳出については、教育費が３億 8,185 万円（同 28.7％増）、
商工費が 7,003 万円（同 50.8％増）増加した一方、民生費
が１億 1,114 万円（同 6.2％減）、消防費が 6,018 万円（同
17.9％減）の減少となりました。主な増減としては、物価
高騰対応生活者支援給付金支給事業による総務費の増加、
街路灯整備事業、自然レクリエーション村施設整備等によ
る商工費の増加、低所得者等を対象とした給付金事業の縮
減による民生費の減少、防災行政無線操作卓更新事業の完
了による消防費の減少が挙げられます。

　再編交付金については、5 億 6,295 万円が交付され、公
共施設トイレ洋式化事業や伏之前第２公園休憩所等整備事
業などに加え、前年度までに積み立てた再編交付金事業基
金を用いた種子島中央体育館改修事業などを実施し、交付
金の有効活用に努めています。

 今後も、事務事業の見直しをはじめとする行財政改革を積
極的に推進するとともに、経費全般についての節減・合理化、
受益者負担の適正化、さらなる自主財源の確保に努め円滑
な財政運営を推進しますので、町民の皆さまのご理解とご
協力をお願いします。

その他その他
３億 3,292 万円３億 3,292 万円

４％４％

町税町税
９億 276 万円９億 276 万円

11％11％

県支出金県支出金
６億 5,235 万円６億 5,235 万円

８％８％

町債町債
５億 9,580 万円５億 9,580 万円

７％７％

国庫支出金国庫支出金
14億 8,091万円14 億 8,091万円

18％18％
地方交付税地方交付税

34億 7,395 万円34 億 7,395 万円
41％41％

依存財源依存財源
65億 3,593 万円65 億 3,593 万円

78％78％

自主財源自主財源
18億 7,009 万円18 億 7,009 万円

22％22％

その他その他
４億 2,115 万円４億 2,115 万円

５％５％

繰入金繰入金
５億 4,618 万円５億 4,618 万円

６％６％

歳入決算総額歳入決算総額
84億 602 万円84 億 602 万円

歳 出

（目的別）（目的別）
82億 3,153 万円82 億 3,153 万円

農林水産業費農林水産業費
６億 7,873 万円６億 7,873 万円

８％８％

公債費公債費
９億 2,152 万円９億 2,152 万円

11％11％

教育費教育費
11億 3,013 万円11億 3,013 万円

14％14％
衛生費衛生費

８億 6,338 万円８億 6,338 万円
11％11％

民生費民生費
16億 7,534 万円16 億 7,534 万円

20％20％

総務費総務費
17億 1,357 万円17 億 1,357 万円

21％21％

歳出決算総額歳出決算総額

（性質別）（性質別）
82億 3,153 万円82 億 3,153 万円

補助費等補助費等
15億 2,762 万円15 億 2,762 万円

19％19％

災害復旧費災害復旧費
１億 8,474 万円１億 8,474 万円

２％２％ 普通建設事業費普通建設事業費
11億 5,645 万円11億 5,645 万円

14％14％

公債費公債費
９億 2,152 万円９億 2,152 万円

11％11％

扶助費扶助費
９億1,406 万円９億 1,406 万円

11％11％

人件費人件費
14億 7,463 万円14 億 7,463 万円

18％18％

その他の経費その他の経費
35億 8,013 万円35 億 8,013 万円

44％44％

義務的経費義務的経費
33億 1,021万円33 億 1,021万円

40％40％

投資的経費投資的経費
13億 4,119 万円13 億 4,119 万円

16％16％

歳出決算総額歳出決算総額

一般会計の決算状況
区分 令和７年度 令和６年度 増減額

Ａ 歳 入 総 額 84 億 602 万円 81 億 4,447 万円 ２億 1,655 万円

Ｂ 歳 出 総 額 82 億 3,153 万円 80 億 956 万円 ２億 2,197 万円

Ｃ 形 式 収 支 （ Ａ ー Ｂ ） １億 7,449 万円 １億 3,491 万円 3,958 万円

Ｄ 翌 年 度 繰 越 財 源 7,876 万円 3,123 万円 4,753 万円

Ｅ 実 質 収 支 （ Ｃ － Ｄ ） 9,573 万円 １億 368 万円 △ 795 万円

Ｆ 単 年 度 収 支 △ 795 万円 3,110 万円 △ 3,905 万円

Ｇ 積 立 金（ 財 政 調 整 基 金 ） 86 万円 18 万円 68 万円

Ｈ 繰 上 償 還 金 0万円 0万円 0万円

Ｉ 積 立 金 取 り 崩 し 額 0万円 0万円 0万円

★ 実質単年度収支（Ｆ＋Ｇ＋ＨーＩ） △ 709 万円 3,128 万円 △ 3,837 万円

【用語の解説】
■形式収支
歳入決算総額から歳出決算総額を差し引いた歳入歳出差引額

■実質収支
形式収支から翌年度に繰り越すべき財源を控除した額

■単年度収支
当該年度の実質収支から前年度実質収支を差し引いた額

■実質単年度収支
単年度収支に財政調整基金への積立金を加え、同基金か

らの取崩し額を差し引いた額

⒜⒜

⒝⒝
⒞⒞

⒟⒟

⒟⒟その他その他
２億 6,336 万円２億 6,336 万円
３％３％

　⒞　⒞商工費商工費
２億 776 万円２億 776 万円
３％３％

　⒝　⒝消防費消防費
２億 7,549 万円２億 7,549 万円
３％３％

　⒜　⒜土木費土木費
５億 225 万円５億 225 万円
６％６％

⒟⒟その他その他
9,509 万円9,509 万円
１％１％

　⒞　⒞積立金積立金
５億 4,040 万円５億 4,040 万円
７％７％

　⒝　⒝繰出金繰出金
４億 7,644 万円４億 7,644 万円
６％６％

　⒜　⒜物件費物件費
９億 4,058 万円９億 4,058 万円
11％11％

⒜⒜

⒝⒝

⒞⒞
⒟⒟
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公営事業特別会計名 資金不足比率 経営健全化基準

水 道 事 業 会 計 ー 20.0％

【基金の種類】
■財政調整基金 ･･･ 財源不足を補うための積立金
■減債基金 ･･･････町債の返済のための積立金
■特定目的基金 ･･･ 特定の目的のための積立金
　　　　　　　　　（文化スポーツ振興基金、ふるさと応援基金、公共施設総合管理基金、再編交付金事業基金）

主な使い道　令和７年度の主な支出について次のとおりです。

歳出内訳 事業内容 主な使い道

総務費 全般的な事務
行財政運営、財産管理、地域活性化事業、税務事務、選挙事務等、

地域公共交通確保事業

民生費 社会福祉（子ども・高齢者等）サービス業務
国保運営、子育て支援、高齢者・障がい者への支援、児童手当等、

副食費無償化事業

衛生費 健康増進・生活環境整備 各種健診、母子保健、ゴミ・し尿処理、予防接種事業

農林水産業費 農林水産業の振興
農林水産業振興、畜産業振興、農道・農地等整備、地籍調査等、

農業用機械導入事業

商工費 商工業および観光業の振興
商工・観光振興、観光施設維持管理、自然レクリエーション村整
備事業、街路灯整備事業

土木費 道路・公園・住宅の整備など
町道、町営住宅、公園等の維持管理、河川・港湾管理等

伏之前第２公園休憩所等整備事業

消防費 消防・防災対策 消防団運営、防災対策、地域防災計画他改訂業務

教育費 教育や生涯学習の推進
町立学校運営、教育施設運営、給食費無償化、種子島中央体育館
改修、種子島中央武道館改修

公債費 地方債の返済 地方債の元金・利子支払い

その他 議会運営・災害復旧 町議会運営、災害復旧事業

※太字の事業は再編交付金事業です。

100 億円

 80 億円

 60 億円

 40 億円

 20 億円

  0 億円

地方債残高

基金残高

　令和７年度末の地方債（借金）残高は、69億 2,032 万

円で、昨年度末と比較すると２億 9,604 万円の減少とな

りました。

　令和４年度末の地方債残高は 80 億 8,945 万円でした

が、地方債の新規発行の抑制等により３年間で約 11億

6,913 万円の縮減が図られました。

　令和７年度の借入の主なものは、過疎対策事業債２億

1,960 万円や辺地対策事業債１億 5,030 万円、デジタル

活用推進事業債 5,350 万円などです。

　普通会計の基金（預金）残高は 41億 9,009 万円で、

昨年度末と比較して 5,726 万円の増加となりました。主

な要因は、決算剰余金の積立や減債基金による国債運用

益の積立、公共施設等総合管理基金への積立額の増加に

よるものです。

※該当なしは「ー」と表示しています。

会計名 歳入 歳出 差引

国 民 健 康 保 険 10 億 1,089 万円 10 億 163 万円 926 万円

介 護 保 険 11 億 7,255 万円 11 億 6,811 万円 444 万円

後 期 高 齢 者  1 億 7,258 万円  1 億 6,874 万円 384 万円

特別会計

財政健全化

区分 実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

本 町 の 比 率 ー ー 11.0％ ー

早期健全化基準 15.00％ 20.00％ 25.0％ 350.0％

財 政 再 生 基 準 20.00％ 30.00％ 35.0％ ー

69億円81億円 72 億円

Ｒ５

Ｒ７Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

←特定目的基金

←減債基金

←財政調基金

50億円                  

40 億円

 30 億円

 20 億円

 10 億円

  0 億円

1717

８８

1717

1414

８８

1616

1616

９９

1616

76 億円

Ｒ７Ｒ４ Ｒ６

1717

1616

９９
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■
事
業
概
要

　

特
定
不
妊
治
療
（
体
外
受
精
・
顕

微
授
精
）
を
行
う
際
の
夫
婦
の
交

通
費
と
宿
泊
費
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

●
交
通
費

　

鹿
児
島
本
土
ま
で
の
高
速
船
ま
た

は
飛
行
機
の
運
賃
（
１
回
の
治
療
に

つ
き
往
復
９
回
を
上
限
）

●
宿
泊
費

　

特
定
不
妊
治
療
で
受
診
す
る
際
の

宿
泊
費
（
１
泊
９
８
０
０
円
を
上
限

と
し
、
１
回
の
治
療
に
つ
き
最
大
15

泊
ま
で
）

※
１
回
の
治
療
と
は
、
採
卵
ま
た
は

凍
結
胚
移
植
の
た
め
の
胚
の
解
凍
か

ら
妊
娠
確
認
ま
で
の
過
程
の
こ
と
。

た
だ
し
、
医
師
の
判
断
に
基
づ
き
治

療
を
中
止
し
た
場
合
は
助
成
の
対
象

と
な
る
。

■
対
象
者

　

保
険
適
用
に
よ
る
特
定
不
妊
治
療

を
受
け
た
夫
婦
で
、
中
種
子
町
に
住

所
を
有
す
る
者
。
た
だ
し
、
夫
婦
の

住
所
が
異
な
る
場
合
は
、
妻
が
中
種

子
町
に
住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

■
申
請
に
必
要
な
書
類

◯
特
定
不
妊
治
療
受
診
等
証
明
書

（
中
種
子
町
Ｈ
Ｐ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）

◯
保
険
適
用
に
よ
る
特
定
不
妊
治
療

を
行
っ
た
医
療
機
関
が
発
行
す
る
治

療
費
領
収
書
の
写
し

◯
交
通
費
お
よ
び
宿
泊
費
の
領
収
書

◯
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
の

証
明
書

◯
中
種
子
町
離
島
地
域
不
妊
治
療
支

援
事
業
助
成
金
交
付
申
請
書
（
中
種

子
町
Ｈ
Ｐ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）

◯
中
種
子
町
離
島
地
域
不
妊
治
療
支

援
事
業
助
成
金
請
求
書
（
中
種
子
町

Ｈ
Ｐ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）

■
申
請
期
限

　

治
療
が
終
了
し
た
日
の
属
す
る
年

度
末
（
３
月
31
日
）
ま
で
に
申
請
。

※
期
限
日
が
閉
庁
日
（
土
日
祝
日
等
）

の
場
合
は
直
前
の
開
庁
日
が
申
請
期

限
と
な
り
ま
す
。

■
申
請
窓
口

地
域
福
祉
課　

こ
ど
も
未
来
係

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

（
中
央
公
民
館
1
階　

事
務
所
）

中種子町離島地域不妊治療支援事業について
◎お問い合わせ先　こども家庭センター（地域福祉課こども未来係）☎㉗ 1111 内線 292

第
70
回
鹿
児
島
県
高
等
学
校

　
　
　

新
人
陸
上
競
技
大
会

９
月
15
日
～
18
日　

　
　
　
　
　

白
波
ス
タ
ジ
ア
ム

▽
男
子
４
０
０
ｍ

　

６
位　

園
田　

斗
空
（
田
島
）

　

記
録　

51
秒
20

▽
男
子
５
０
０
０
ｍ

　

２
位　

川
下　

日
翔

　
（
鹿
児
島
実
業　

阿
高
磯
出
身
）

　

記
録　

15
分
17
秒
17

第
65
回
鹿
児
島
県
中
学
校

　
　
　
　
　

陸
上
競
技
大
会

９
月
22
日
～
23
日　

　
　
　
　
　

白
波
ス
タ
ジ
ア
ム

▽
共
通
女
子
１
５
０
０
ｍ

　

２
位　

赤
坂　

心
菜
（
西
之
山
）

　

記
録　

４
分
55
秒
15

令
和
８
年
度

第
78
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

■
相
撲
競
技

▽
団
体
戦
青
年
男
子
の
部

　

２
位

▽
青
年
個
人
戦

　

優
勝　

西
川　

祐
志
（
田
島
）

■
柔
道
競
技

▽
団
体
戦

　

２
位

■
陸
上
競
技

▽
男
子
砲
丸
投
げ
50
歳
以
上

　

２
位　

野
村　

達
也
（
畠
田
）

▽
女
子
成
年
走
り
幅
跳
び

　

３
位　

上
門　

夕
夏
（
上
方
）

第
42
回
鹿
児
島
県
小
学
生

　
　
　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

８
月
22
日
～
23
日　

 　

南
栄
リ
ー
ス
桜
島
ア
リ
ー
ナ

▽
６
年
生
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　

３
位　

松
下　

稔
（
浜
津
脇
）

　
　
　
　

 

（FLYING PIG

）

▽
４
年
生
以
下
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　

２
位　

松
下　

天
（
浜
津
脇
）

　
　
　
　
（FLYING PIG

）

※
２
人
は
10
月
30
日
～
11
月
1
日

に
長
崎
県
で
開
催
さ
れ
る
全
九
州

小
学
生
大
会
に
出
場
予
定
で
す
。

ま
た
、
松
下
稔
さ
ん
は
、
鹿
児
島

県
代
表
の
団
体
メ
ン
バ
ー
に
内
定

し
、
12
月
23
日
～
27
日
に
茨
城
県

で
開
催
さ
れ
る
第
35
回
全
国
小
学

生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
に

出
場
予
定
で
す
。

各課からのお知らせ　各課からのお知らせ　
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11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
で
す
。

虐
待
か
な
、
と
思
っ
た
ら
迷
わ
ず
「
１
８
９(

い

ち
は
や
く)

」
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

　

通
話
料
無
料
、
匿
名
で
の
連
絡
が
可
能
で
す
。

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

※
お
住
ま
い
の
地
域
の
児
童
相
談
所
に
つ
な
が
り

ま
す
。
中
種
子
町
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー(

㉗
１

１
１
１)
で
も
虐
待
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

児
童
虐
待
と
は
？

①
身
体
的
虐
待
…
児
童
の
身
体
に
外
傷
が
生
じ
、

ま
た
は
生
じ
る
恐
れ
の
あ
る
暴
行
を
加
え
る
こ

と
。

●
外
傷
と
は
打
撲
傷
、
あ
ざ
（
内
出
血
）、
骨
折
、

頭
蓋
内
出
血
な
ど
の
頭
部
外
傷
、
内
臓
損
傷
、
刺

傷
、
た
ば
こ
な
ど
に
よ
る
火
傷
な
ど
。

●
命
に
危
険
の
あ
る
暴
行
と
は
首
を
絞
め
る
、
殴

る
、
蹴
る
、
投
げ
落
と
す
、
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、

熱
湯
を
か
け
る
、
布
団
蒸
し
に
す
る
、
溺
れ
さ
せ

る
、
逆
さ
吊
り
に
す
る
、
異
物
を
の
ま
せ
る
、
食

事
を
与
え
な
い
、
冬
戸
外
に
し
め
だ
す
、
縄
な
ど

に
よ
り
一
室
に
拘
束
す
る
な
ど
。

●
意
図
的
に
子
ど
も
を
病
気
に
さ
せ
る
。

②
性
的
虐
待
…
児
童
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
す
る

こ
と
ま
た
は
児
童
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
さ
せ
る

こ
と
。

●
子
ど
も
へ
の
性
交
、
性
的
暴
行
、
性
的
行
為
の

強
要
・
教
唆
。

●
性
器
を
触
る
ま
た
は
触
ら
せ
る
な
ど
の
性
的
暴

力
、
性
的
行
為
の
強
要
・
教
唆
。

●
性
器
や
性
交
を
見
せ
る
。

●
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
被
写
体
な
ど
に
子
ど
も

を
強
要
す
る
。

③
心
理
的
虐
待
…
子
ど
も
の
心
に
著
し
い
傷
を
与

え
る
よ
う
な
言
動
や
対
応
を
す
る
こ
と
。
面
前
Ｄ

Ｖ
。

●
言
葉
に
よ
る
脅
し
・
脅
迫
や
子
ど
も
の
存
在
を

否
定
す
る
よ
う
な
言
動
。

例
）「
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
な
ら
捨
て
る
」「
お

前
な
ん
か
嫌
い
」「
生
ま
れ
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た

の
に
」
な
ど
。

●
著
し
い
暴
言
・
罵
倒
や
無
視
・
拒
絶
。

●
き
ょ
う
だ
い
間
で
の
差
別
的
な
扱
い
。

④
ネ
グ
レ
ク
ト
…
児
童
の
心
身
の
正
常
な
発
達
を

妨
げ
る
よ
う
な
著
し
い
減
食
ま
た
は
長
時
間
の
放

置
、
そ
の
他
の
保
護
者
と
し
て
の
監
護
を
著
し
く

怠
る
こ
と
。

●
子
ど
も
の
健
康
・
安
全
へ
の
配
慮
を
怠
っ
て
い

る
。

例)

家
に
閉
じ
こ
め
る
（
子
ど
も
の
意
思
に
反
し

て
学
校
な
ど
に
登
校
さ
せ
な
い)

、
重
大
な
病
気

に
な
っ
て
も
病
院
に
連
れ
て
行
か
な
い
、
乳
幼
児

を
家
に
残
し
た
ま
ま
外
出
す
る
、
乳
幼
児
を
車
の

中
に
放
置
す
る
な
ど
。

●
子
ど
も
に
と
っ
て
必
要
な
情
緒
的
欲
求
に
応
え

て
い
な
い
（
愛
情
遮
断
な
ど
）。

●
食
事
、
衣
服
、
住
居
な
ど
が
極
端
に
不
適
切
で
、

健
康
状
態
を
損
な
う
ほ
ど
の
無
関
心
・
怠
慢
な
ど
。

例)

食
事
を
与
え
な
い
、
下
着
な
ど
長
期
間
不
潔

な
ま
ま
に
す
る
、
不
潔
な
環
境
の
中
で
生
活
を
さ

せ
る
な
ど
。

●
子
ど
も
を
遺
棄
す
る
。

●
祖
父
母
、
き
ょ
う
だ
い
、
保
護
者
の
恋
人
な
ど

の
同
居
人
が
上
記
に
掲
げ
る
行
為
と
同
様
の
行
為

を
行
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
放
置

す
る
。

　

子
ど
も
の
成
長
を
願
っ
て
行
う
「
し
つ
け
」
も
、

方
法
に
よ
っ
て
は
子
ど
も
の
心
や
体
を
傷
つ
け
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の
気
持
ち
や

人
格
を
尊
重
し
、
安
心
し
て
成
長
で
き
る
関
わ
り

を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

11 月は「児童虐待防止推進月間」です
◎お問い合わせ先　こども家庭センター（地域福祉課こども未来係）☎㉗ 1111 内線 254・292

各課からのお知らせ　各課からのお知らせ　
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令
和
８
年
度
の
集
団
健
診
（
追
加
健

診
）
を
左
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

今
年
度
健
診
を
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方

が
対
象
で
す
。

　

疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た

め
、
年
に
１
回
は
健
康
診
断
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

■
健
診
期
間

11
月
2７
日
（
金
）　

■
場
所　
　
　

　

中
種
子
町
保
健
セ
ン
タ
ー

■
受
付
時
間

　

午
前
７
時
30
分
～
午
前
９
時

【
必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い
】

●
健
康
診
査
を
受
診
す
る
方
は
、
前
日

の
午
後
９
時
以
降
の
飲
食
は
お
控
え
く

だ
さ
い
。

●
健
診
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
よ
う
、
問

診
票
や
質
問
票
な
ど
は
事
前
に
記
入
し

て
か
ら
健
診
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

●
当
日
受
付
も
可
能
で
す
。

●
発
熱
や
風
邪
症
状
な
ど
が
あ
り
体
調

が
優
れ
な
い
方
は
、
受
診
を
お
控
え
く

だ
さ
い
。（
体
調
不
良
な
ど
で
受
診
が

で
き
な
か
っ
た
方
は
、
後
日
、
特
定
健

診
・
長
寿
健
診
の
み
島
内
医
療
機
関
で

受
診
で
き
ま
す
。
受
診
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
町
民
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
が
ん
検
診
は
含
ま

れ
ま
せ
ん
。）

令和８年度集団健診（追加健診）について
（特定・長寿・若年・がん検診など）
◎お問い合わせ先　町民課国保年金係・高齢者医療係☎㉗ 1111 内線 220・29７・289

集団健診の種類・料金

検診名（がん検診等の種類） 対象者 基本料金 自己負担額

健康診査

※１

特定健診＋塩分摂取量 40 ～ ７4 歳

6,７40 円

国保加入者は無料（社会保険
等加入者は実費負担）※１

長寿健診＋塩分摂取量 ７5 歳～ 無料

若年健診＋塩分摂取量 20 ～ 39 歳 500 円

がん検診

など

前立腺がん検診 (男性 ) 40 歳～ 1,900 円 1,900 円

腹部超音波検査 20 歳～ 3,７40 円 2,000 円

骨粗しょう症検診 40 歳～ 900 円
女性節目※２　無料

節目以外　　600 円

肝炎ウイルス検診

※３

B型肝炎

40 歳～

400 円
節目 (40 歳のみ ) 無料

節目以外 400 円

C 型肝炎 1,800 円
節目 (40 歳のみ ) 無料

節目以外 1,800 円

大腸がん検診 40 歳～ 1,650 円 　　　　　無料

※１　加入保険によっては補助が出る場合があります。保険者へご確認ください。
※２　骨粗しょう症の節目は、40・45・50・55・60・65・７0 歳の女性です。
※３　肝炎ウイルス検査は、基本的に一度検査をされている方は受診の必要はありません。

令和８年 11 月７日（土）
展示：９時～　
式典：９時 30 分～
販売・イベント：10 時 45 分～
※一部無料配布は 11 時 30 分～

開催日時

種子島中央体育館前駐車場
※展示および式典は体育館内

イベント

■日本一の和牛！
　焼き肉無料配布（数量限定）
■種子島近海で捕れた魚を使った
　フィッシュバーガー（数量限定）
■大型農業機械の展示・体験
■牛乳早飲み・牛乳ひげコンテスト
※他多数のイベント・出店あり

第 47 回中種子町農林漁業祭

開催場所

青森県青森県和歌山県、他島外
和歌山県、他島外からも出店

からも出店
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７
月
に
実
施
し
た
学
校
規

模
適
正
化
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す

　

町
内
全
世
帯
の
う
ち
約
半
数
の

方
が
答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

検
討
委
員
会
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
も
参
考
に
、
小
規
模
校
の
教
育

活
動
の
よ
さ
も
十
分
に
理
解
し
た

う
え
で
数
年
先
の
児
童
も
予
測
し

な
が
ら
、
将
来
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
望
ま
し
い
学
校
規
模
の
適

正
化
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

対
象
：
町
内
全
世
帯　

３
２
４
４
戸

回
答
：
１
６
１
４
戸

回
答
率
：
４
９
．
７
５
％

設
問
（
学
校
規
模
適
正
化
の
方
法

に
つ
い
て
）

■
学
校
規
模
を
適
正
化
す
る
と
し

た
ら
、
ど
の
方
法
が
望
ま
し
い
で

し
ょ
う
か
。（
４
択
）

◯
一
任

（
検
討
委
員
会
に
一
任
す
る
）

◯
小
学
校
統
合
（
町
内
の
小
学
校

を
統
合
す
る
）

◯
小
・
中
学
校
統
合
（
町
内
の
小

学
校
と
中
学
校
を
統
合
す
る
）

◯
学
校
規
模
適
正
化
に
反
対

※
複
数
回
答
や
無
回
答
も
あ
り
、

回
答
数
と
回
答
者
数
は
一
致
し
て

い
ま
せ
ん
。

中種子町学校規模適正化検討委員会からお知らせ
◎お問い合わせ先　教育総務課管理係 ☎㉗ 1111 内線 263・256

20 歳代
以下 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 70 歳代

以上 合計

一任
回答数（回） 16 36 62 85 127 228 554
割合（％） 51.6% 27.7% 23.9% 26.0% 35.3% 42.2% 33.6%

小学校統合
回答数（回） 11 61 115 136 130 164 617
割合（％） 35.5% 46.9% 44.4% 41.6% 36.1% 30.4% 37.5%

小・中学校
統合

回答数（回） 4 26 75 90 86 132 413
割合（％） 12.9% 20.0% 29.0% 27.5% 23.9% 24.4% 25.1%

学校規模
適正化に反対

回答数（回） 0 7 7 16 17 16 63
割合（％） 0.0% 5.4% 2.7% 4.9% 4.7% 3.0% 3.8%

回答者合計
回答数（回） 31 130 259 327 360 540 1,647
割合（人） 29 121 241 307 356 560 1,614

校区 一任（委員会へ一任） 小学校統合
（町内小学校統合）

小・中学校統合
（小中学校統合）

学校規模適正化に
反対

岩岡 36.0% 44.0% 16.0% 4.0%
星原 40.4% 42.3% 12.5% 4.8%
増田 36.2% 31.2% 26.2% 6.4%
南界 37.0% 32.4% 27.2% 3.5%
納官 41.8% 30.0% 24.5% 3.6%
野間 31.0% 39.3% 26.2% 3.4%
油久 31.0% 36.2% 29.3% 3.4%
全体 33.6% 37.5% 25.1% 3.8%

町税 期別 納付期限

固定資産税 ３期
11 月 30 日（月）

国民健康保険税 ４期

町税の納付期限について
◎お問い合わせ先　税務課管理収納係☎㉗ 1111 内線 236

　

11
月
は
左
表
の
町
税

の
納
付
期
限
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

納
付
期
限
を
過
ぎ
る

と
督
促
手
数
料
の
ほ

か
、
延
滞
金
も
発
生
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
期
限
内
の
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。
す
で

に
納
付
期
限
を
過
ぎ
た

分
に
つ
い
て
も
、
早
め

の
納
付
を
お
願
い
し
ま

す
。



広報なかたね 2026.11 月号　14

　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ 各課からのお知らせ　各課からのお知らせ　

　

厚
生
労
働
省
で
は
、“
国
民
一

人
ひ
と
り
、
高
齢
期
の
生
活
設
計

に
思
い
を
巡
ら
す
日
”
と
し
て

11(

い
い)

月
30(

み
ら
い)

日

を
「
年
金
の
日
」
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ご
自
身
の
年
金
記
録

や
将
来
の
年
金
受
給
見
込
額
を
確

認
し
、
未
来
の
生
活
設
計
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
は
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら
い
つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
記
録

を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
ご
自
身
の

年
金
記
録
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
条
件

を
設
定
し
た
上
で
、
年
金
見
込
額

の
試
算
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
連

携
す
る
こ
と
で
、
国
民
年
金
保
険

料
の
口
座
振
替
申
出
等
の
電
子
申

請
や
確
定
申
告
で
利
用
可
能
な
控

除
証
明
書
等
の
電
子
デ
ー
タ
の
取

得
が
で
き
ま
す
。

　

ご
利
用
に
つ
い
て
は
、
日
本
年

金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

11( いい )月 30( みらい )日は「年金の日」です。
◎お問い合わせ先　町民課国保年金係☎㉗ 1111 内線 217

　　　　　　　　　鹿児島北年金事務所☎ 099（225）5311

日本年金機構
ホームページ

年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ
び
住
民

税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
の
年
の
１
月
１
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
が
対
象

で
す
。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
令
和

８
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
８
年
９
月
30
日
ま
で

の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に

つ
い
て
は
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
本
年
11
月
上
旬
に
日
本
年
金

機
構
本
部
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。（
令
和
８
年

10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
今
年
は

じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に

つ
い
て
は
、
翌
年
の
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま

す
。）
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず

こ
の
証
明
書
（
ま
た
は
領
収
書
）
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

さ
れ
た
場
合
も
、
ご
本
人
の
社
会
保
険
料
控
除

に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
あ

て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
の
う
え
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年
金
は
、
老
後

は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故
な
ど
万
一
の
と
き
に

も
心
強
い
味
方
と
な
る
制
度
で
す
。
保
険
料
は

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が発行されます
◎お問い合わせ先　町民課国保年金係☎㉗ 1111 内線 217

　
　

　

種
子
島
の
郷
土
料
理
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
季

節
ご
と
で
山
の
幸
、
海
の
幸
、
い
ろ
い
ろ
な
美
味
し

い
食
材
が
旬
を
迎
え
、
そ
の
時
期
で
違
う
美
味
し
い

郷
土
料
理
が
食
べ
ら
れ
る
の
も
魅
力
で
す
。

　

９
月
～
12
月
に
か
け
て
は
、
夏
に
穫
れ
た
か
ぼ

ち
ゃ
が
追
熟
さ
れ
る
こ
と
で
、
ホ
ク
ホ
ク
と
し
た
強

い
甘
み
が
増
し
、
食
べ
頃
を
迎
え
ま
す
。

　

今
回
は
、
子
ど
も
も
大
人
も
大
好
き
な
、
か
ぼ
ち
ゃ

を
使
っ
た
郷
土
の
お
菓
子
を
紹
介
し
ま
す
。

作
り
方

１　

か
ぼ
ち
ゃ
は
皮
を
む
き
、
ゆ
で
て
、
熱
い
う
ち

に
よ
く
す
り
つ
ぶ
し
、
砂
糖
、
塩
を
加
え
て
よ
く
ま

ぜ
る
。

２　

１
に
餅
米
粉
を
入
れ
こ
ね
る
。
耳
た
ぶ
位
の
か

た
さ
に
な
っ
た
ら
好
み
の
型
に
作
り
、
た
っ
ぷ
り
の

油
で
、低
温（
１
５
０
℃ 

）
で
じ
っ
く
り（
８
分
30
秒
）

き
つ
ね
色
に
な
る
ま
で
揚
げ
る

　
　
　

種
子
島
郷
土
料
理
集「
う
ん
ま
か
え
」
よ
り

食生活改善推進員コーナー

かぼちゃと餅米粉の揚げ物 材料〈４人分〉

餅米粉 60 ｇ かぼちゃ 60 ｇ

砂糖 50 ｇ 揚げ油 適宜

塩 0.8 ｇ



15　広報なかたね 2026.11 月号

　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ

基本的に、書類を添える必要はありません。

※お住まいの市（区）役所または町村役場の国民年金担当窓口や郵送でも手続きできます。
スマホで２４時間３６５日、電子申請できます。

※届書（紙）による手続きの場合には、「産前産後免除該当届／育児免除該当届・終了届」
「マイナンバーカード」の写し等が必要となります。

マイナポータル (電子申請)はこちら
https://myna.go.jp

実子、養子を育てている方は、
育児のための免除制度を利用できます。

 国民年金第1号被保険者（自営業者・農業者・アルバイト・無職など）も
育児で保険料が免除される制度が始まります。

 お子さま（実子・養子）を育てている方（父母・養父母）は、申請するこ
とで、月額17,920円（令和８年度）の保険料が免除されます。

 対象期間は、お子さま（実子・養子）が1歳になる誕生日の前月までです。
 将来の年金額は、納付した場合と同じように反映されます。

令和8年（2026年）10月から

国民年金保険料の
育児免除制度が始まります!

申請はスマホでO K！電子申請がかんたん便利

制度や手続きの
詳 細 は こ ち ら

父親

＜育児免除イメージ図＞

母親

出産日

（養父母）

１歳の誕生日の
前月（12月分）まで

1月 4月2月12月 5月 12月3月

出産予定月または出産月の前月から4か月間

育児免除期間

育児免除期間産前産後免除期間

日本年金機構特設ページ
https://www.nenkin.go.jp/
tokusetsu/ikujimenjo.html

2604 1016 046

国民年金保険料の育児免除制度について
◎お問い合わせ先　町民課国保年金係☎㉗ 1111 内線 21７



広報なかたね 2026.11 月号　16

１１月８日は、「いい歯の日」です！

保健センターだより ◎お問い合わせ先

保健センター☎㉗ 1133

　

い
い
歯
の
日
は
、「
１
１
（
い
い
）
８
（
歯
）」
の

語
呂
合
わ
せ
を
も
と
に
、１
９
９
３
年
（
平
成
５
年
）

年
に
、
日
本
歯
科
医
師
会
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
ま
し

た
。

歯
が
失
わ
れ
る
原
因
は
む
し
歯
と
歯
周
病

　

歯
周
病
は
年
齢
と
と
も
に
悪
化
し
、
40
歳
以
降
、

歯
が
失
わ
れ
て
い
く
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
覚

症
状
が
出
て
き
た
と
き
に
は
か
な
り
進
行
し
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
症
状
が
ひ
と
つ
で
も
出
て
い
る
場
合

に
は
、早
め
の
歯
科
医
院
受
診
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

①
歯
ぐ
き
が
赤
く
腫
れ
て
血
が
出
る

②
朝
起
き
た
時
、
口
の
中
が
ネ
バ
つ
く

③
歯
ぐ
き
が
さ
が
り
、
歯
が
動
く
よ
う
な
感
じ
が
す
る

④
歯
と
歯
の
間
に
食
べ
物
が
は
さ
ま
る

⑤
歯
ぐ
き
を
押
さ
え
る
と
ウ
ミ
が
出
て
、
息
が
臭
い

と
言
わ
れ
る

★
歯
周
病
は
血
液
で
全
身
を
め
ぐ
り
体
の
さ
ま
ざ
ま

な
と
こ
ろ
に
肺
炎
、
糖
尿
病
、
低
体
重
児
出
産
、
心

臓
血
管
疾
患
な
ど
の
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

自
覚
症
状
が
あ
る
場
合
に
は
、
早
め
に
歯
科
医
院
の

受
診
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

中
種
子
町
の
「
お
口
歯
ッ
ピ
ー
健
診
」
受
診
率
は
、

鹿
児
島
県
内
で
ワ
ー
ス
ト
３
で
す
。

　

２
歳
児
、
３
歳
児
の
む
し
歯
有
病
率
も
、
上
昇
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
健
康
の
た
め
に
は
、
食
事
と
運
動

で
す
が
、食
事
を
す
る
こ
と
も
運
動
を
す
る
こ
と
も
、

歯
が
健
康
で
な
け
れ
ば
始
ま
ら
な
い
の
で
、ま
ず
は
、

健
口
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

○
労
働
保
険
は
、
労
働
者
等
の

生
活
の
保
護
や
雇
用
の
安
定
を

図
る
た
め
の
国
の
制
度
で
す
。

　

労
災
保
険
は
、
労
働
者
の
方

が
業
務
災
害
や
通
勤
災
害
に
見

舞
わ
れ
た
場
合
に
、
被
災
者
や

遺
族
を
援
護
す
る
た
め
に
、
必

要
な
保
険
給
付
を
行
う
も
の
で

す
。

　

雇
用
保
険
は
、
労
働
者
の
方

が
失
業
し
た
場
合
や
労
働
者
に

つ
い
て
雇
用
の
継
続
が
困
難
と

な
る
事
由
が
生
じ
た
場
合
に
、

労
働
者
の
生
活
お
よ
び
雇
用
の

安
定
を
図
る
と
と
も
に
、
再
就

職
を
促
進
す
る
た
め
に
、
必
要

な
保
険
給
付
を
行
う
も
の
で

す
。

○
事
業
主
が
故
意
ま
た
は
重
大

な
過
失
に
よ
り
、
労
災
保
険
の

加
入
手
続
を
し
て
い
な
か
っ
た

期
間
中
に
労
働
災
害
が
発
生

し
、
労
災
保
険
給
付
を
行
っ
た

場
合
に
は
、
労
働
保
険
料
が
さ

か
の
ぼ
っ
て
徴
収
さ
れ
る
ほ

か
、
労
災
保
険
給
付
に
要
し
た

費
用
の
全
部
ま
た
は
一
部
が
徴

収
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
ま
だ
加
入
手
続
が
お
済
み
で

な
い
事
業
主
の
方
は
、
今
す
ぐ

最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
ま

た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職

業
安
定
所
）
で
加
入
手
続
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
労
働
保
険
事
務
組
合

ま
た
は
社
会
保
険
労
務
士
に
加

入
手
続
を
依
頼
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
９
９
（
２
２
３
）
８
２
７
６ 

鹿
児
島
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
９
９
（
２
１
４
）
９
１
７
５

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
熊
毛

☎
㉒
１
３
１
８

性別 頭数 ９月平均 前回平均 前回対比 前年同期対比

中種子

めす牛 51 637,765 663,089 ▲ 25,3241 119,515

去　勢 75 788,773 776,750 12,023 165,403

計 126 727,651 726,587 1,064 148,285

市場

全体

めす牛 156 634,654 672,685 ▲ 38,031 117,047

去　勢 188 779,957 788,554 ▲ 8,596 149,864

計 344 714,064 741,033 ▲ 26,969 133,441

※単位：円（税抜き価格、速報値）

　

種
子
島
子
牛
せ
り
市
が
、
９

月
15
日
に
種
子
島
家
畜
市
場
で
あ

り
、
平
均
落
札
額
は
71
万
４
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

労
働
保
険
の
加
入
は
お
済
み

で
す
か
？

11
月
は
『
労
働
保
険
未
手
続

事
業
一
掃
強
化
期
間
』
で
す

・
・
・
正
社
員
は
も
ち
ろ
ん
、

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
臨

時
社
員
な
ど
、
名
称
の
如
何

を
問
わ
ず
１
人
で
も
労
働
者

を
雇
用
し
て
い
る
事
業
主
の

方
に
は
労
働
保
険
（
労
災
保

険
・
雇
用
保
険
）
に
加
入
す

る
義
務
が
あ
り
ま
す
。・
・
・
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人
生
会
議
（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）
と
は

「
も
し
も
の
と
き
」
に
備
え
て
、

あ
な
た
が
大
切
に
し
て
い
る
こ

と
や
受
け
た
い
医
療
や
ケ
ア
に

つ
い
て
、
家
族
や
信
頼
で
き
る

人
、
医
療
・
介
護
の
人
と
話
し

合
っ
て
お
く
こ
と
で
す
。「
最

期
の
こ
と
」
を
決
め
る
こ
と
と

思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
の
人
生
を
自
分
ら
し
く
過
ご

す
た
め
の
話
し
合
い
で
す
。
家

族
や
友
人
と
の
何
気
な
い
会
話

か
ら
「
人
生
会
議
」
は
始
ま
り

ま
す
。

ま
ず
は
こ
ん
な
会
話
か
ら
始
め

て
み
ま
し
ょ
う

☆
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
た
い

こ
と
や
や
り
た
い
こ
と
っ
て

何
？

☆
病
気
に
な
っ
た
ら
ど
ん
な
こ

と
を
し
て
ほ
し
い
？

☆
も
し
も
の
と
き
ど
こ
で
過
ご

し
た
い
？

　

中
種
子
町
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
地
域
の
通
い
の

場
な
ど
に
出
向
き
、
こ
れ
か
ら

の
こ
と
を
一
緒
に
考
え
る
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人生会議（ACP）をしてみませんか？

地域包括支援センターだより
◎お問い合わせ先

地域包括支援センター

☎㉗ 1223

　

２
０
２
５
年
２
月
26
日
に
発
生
し
た
岩
手
県
大
船

渡
市
の
大
規
模
林
野
火
災
を
教
訓
に
火
災
予
防
条
例

の
基
準
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
当
組

合
内
で
は
、
11
月
～
４
月
の
間
、
林
野
火
災
注
意
報
・

林
野
火
災
警
報
が
発
令
さ
れ
ま
す
。
発
令
基
準
は
左

記
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
林
野
火
災
注
意
報
（
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
場
合
）

①
前
３
日
間
の
合
計
降
水
量
が
１
㎜
以
下　

か
つ　

　

前
30
日
間
の
合
計
降
水
量
が
30
㎜
以
下

②
前
３
日
間
の
合
計
降
水
量
が
１
㎜
以
下　

か
つ

　

乾
燥
注
意
報

●
林
野
火
災
警
報

　

林
野
火
災
注
意
報　

か
つ　

強
風
注
意
報

●
火
災
警
報

　

乾
燥
注
意
報　

か
つ　

強
風
注
意
報

～
警
報
発
令
中
に
お
け
る
火
の
制
限
～（
条
例
29
条
）

①
山
林
、原
野
等
に
お
い
て
火
入
れ
を
し
な
い
こ
と
。

②
煙
火
を
消
費
し
な
い
こ
と
。

③
屋
外
に
お
い
て
火
遊
び
ま
た
は
た
き
火
を
し
な
い

こ
と
。

④
屋
外
に
お
い
て
は
、
引
火
性
ま
た
は
爆
発
性
の
物

品
そ
の
他
の
可
燃
物
付
近
で
喫
煙
を
し
な
い
こ
と
。

⑤
林
野
、
原
野
等
の
場
所
で
、
火
災
が
発
生
す
る
お

そ
れ
が
大
で
あ
る
と
認
め
て
消
防
長
が
指
定
し
た
区

域
内
に
お
い
て
喫
煙
を
し
な
い
こ
と
。

⑥
残
火
（
た
ば
こ
の
吸
殻
を
含
む
。）、
取
灰
ま
た
は

火
粉
を
始
末
す
る
こ
と
。

※
警
報
発
令
中
に
違
反
し
た
場
合
、
30
万
以
下
の
罰

金
ま
た
は
拘
留
の
罰
則
に
処
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

熊毛地区消防組合から重要なお知らせです

なかたね消防だより
◎お問い合わせ先

中種子分遣所

☎㉗ 0119　☎㉗ 1039

居
場
所
づ
く
り
で
地
域
と
つ
な
が
る

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
増
え
て
い

ま
す
。
住
民
同
士
が
気
軽
に
交
流
で
き

る
居
場
所
を
つ
く
り
、
高
齢
者
が
地
域

と
の
つ
な
が
り
を
持
ち
続
け
る
こ
と
で
、

孤
立
す
る
こ
と
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

悪
質
商
法
や
詐
欺
か
ら
高
齢
者
を
守

り
ま
し
ょ
う

　

悪
質
業
者
や
詐
欺
グ
ル
ー
プ
は
、
様
々

な
手
段
で
高
齢
者
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

被
害
防
止
の
た
め
、
家
族
だ
け
で
な
く
、

地
域
に
お
け
る
見
守
り
が
大
切
で
す
。

地
域
で
連
携
し
て
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
は
経
験
豊
富
な
人
生
の
大
先
輩

　

高
齢
者
に
敬
意
の
念
を
持
ち
、
高
齢

者
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
経
験
や
知

識
を
仕
事
や
地
域
づ
く
り
で
活
か
す
出

番
づ
く
り
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

虐
待
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

　

高
齢
者
は
家
庭
や
施
設
で
身
体
的
・

心
理
的
虐
待
や
、
経
済
的
虐
待
を
受
け

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
虐
待
に
は
、

高
齢
者
本
人
や
家
族
の
病
気
、
経
済
的

困
窮
、
介
護
負
担
な
ど
様
々
な
背
景
が

あ
り
ま
す
。
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
は
、

周
囲
で
声
を
か
け
あ
い
、
高
齢
者
と
そ

の
家
族
等
が
孤
立
し
な
い
よ
う
に
見
守

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

人権ってなんだろう　第 59 回「高齢者の人権について」
◎お問い合わせ先　社会教育課社会教育係☎㉗ 1111 内線 262
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デ
ジ
タ
ル
も
人
工
知
能
も
忘
れ
さ
す
坊
主
頭
の
高
校

球
児
は　
　
　
　
　
　
　
　

上
方　

古
市　

シ
ゲ
子

島
伝
い
寄
り
道
し
て
く
台
風
は
た
ま
に
は
違
う
コ
ー

ス
に
し
て
よ　
　
　
　
　
　

上
方　

鎌
田　

と
く
子

大
舞
台
で
歌
と
踊
り
の
宝
塚
迫
力
演
技
に
興
奮
や
ま

ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
方　

古
市　

克
人

盆
も
過
ぎ
未
だ
聞
か
れ
ぬ
蝉
の
声
栴
檀
の
枝
風
に
そ

よ
ぐ
に　
　
　
　
　
　
　
　

西
之
山　

仲
座　

健
次

盛
り
上
が
り
マ
ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
を
踊
る
夫
貴
方
に
似

合
う
輝
い
て
る
よ　
　
　
　
　

旭
町　

村
尾　

祥
子

夏
祭
り
孫
達
何
や
ら
言
い
た
そ
う
こ
れ
は
あ
れ
だ
な

財
布
を
開
け
る　
　
　
　
　
　

旭
町　

白
木　

民
子

秋
彼
岸
ガ
ラ
ッ
パ
ど
ん
の
川
下
り
空
吹
く
声
に
姿
隠

れ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
町　

鈴　

不
器
良

月
夜
に
ふ
た
り
で
庭
を
眺
め
て
た
熱
い
日
本
茶
淹
れ

て
来
ま
し
ょ
う　
　
　
　
　

満
足
山　

三
澤　

祐
子

歯
科
医
師
の
手
の
温
も
り
の
伝
わ
り
て
不
安
の
消
え

る
虫
歯
治
療　
　
　
　
　
　
　

山
梨　

馬
場　

鉄
丸

支
援
金
振
込
通
知
に
ほ
ほ
緩
む
後
か
ら
ど
こ
か
で
税

の
増
ゆ
る
や　
　
　
　
　
　
　

屋
久
島　

備　

洋
子

ひ
ぐ
ら
し
は
滝
道
に
鳴
き
も
の
哀
し
ひ
と
り
の
吾
を

道
案
内
す　
　
　
　
　
　

大
阪　

長
谷
川　

さ
ち
子

「
孫
た
ち
の
滞
在
中
は
出
な
い
で
ね
」
母
は
声
か
く

潜
む
ム
カ
デ
に　
　
　
　
　

鹿
児
島　

岩
坪　

早
春

さ
庭
に
て
夫
の
手
掛
け
し
野
生
蘭
ぽ
つ
ぽ
つ
と
賑
や

か
に
咲
き　
　
　
　
　
　

伏
之
前　

中
嶋　

喜
代
子

『
つ
ま
べ
に　

詠
草
』

『
黄
水
仙
』

庭
園
を
め
ぐ
る
二
つ
の
秋
日
傘　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
方　

篤
子

宿
下
る
木こ

の
下し
た
づ
く
よ

月
夜
の
露
天
の
湯　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
牟
礼　

光
子

入
れ
替
わ
る
蝉
の
な
く
音
に
秋
来
る　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
保　

灯
台
守

書
き
写
す
虚
子
の
句
五
十
秋
の
夜　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
津　

郁
子

レ
ベ
ル
５
の
警
報
つ
づ
く
九
月
か
な　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
方　

昇
竜

薄
く
開
い
た
カ
ー
テ
ン
の
隙
間
に
も
秋
の

雲　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

美
座　

香
澄

運
動
会
稚
児
は
広
場
で
シ
ャ
ボ
ン
玉　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
田　

語
郎

天
界
へ
真
っ
赤
な
吐
息
曼
殊
沙
華　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

伏
之
前　

茉
莉
花

吊
る
し
柿
ド
レ
ミ
の
音
符
吊
る
す
よ
ふ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
村　

秀

日
向
ぼ
こ
ば
あ
さ
ん
お
じ
ょ
う
ず
「
籠
の

鳥
」　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島　

瓢
作

資
料
館
だ
よ
り
（
５
６
０
号
）

中
種
子
町
方
言
辞
典
に
つ
い
て

　

町
で
は
現
在
、
郷
土
誌
「
中

種
子
町
誌
」
の
編
さ
ん
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

中
種
子
町
誌
は
「
現
代
編
」

「
自
然
編
」「
歴
史
編
」「
民
俗
編
」

の
４
編
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

第
１
巻
と
な
る
「
現
代
編
」
は

令
和
７
年
３
月
に
発
刊
さ
れ
、

現
在
販
売
中
で
す
。
そ
の
４
編

の
中
で
「
民
俗
編
」
の
別
冊
と

し
て
発
刊
予
定
の
「
中
種
子
町

方
言
辞
典
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

最
近
は
「
種
子
島
弁
」
を
話

す
子
供
が
少
な
い
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
一
昔
前
ま
で
は
、
親
の

世
代
ま
た
は
祖
父
母
の
世
代
が

種
子
島
弁
で
話
を
し
、
自
然
に

そ
の
子
供
た
ち
も
種
子
島
弁
を

話
し
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
な
ぜ
今
の
子
供
た
ち
は
種

子
島
弁
を
話
さ
な
い
の
か
。
明

確
な
答
え
は
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
Ｔ
Ｖ
や
ゲ
ー
ム
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
利
用

す
る
機
会
が
多
く
、
自
然
と

共
通
語
に
触
れ
る
時
間
が
長
く

な
っ
て
い
る
こ
と
も
原
因
の
一

つ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
に
し
て
世
代
が
進
む

に
つ
れ
、
方
言
が
消
え
て
い
っ

て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
。
そ
の

よ
う
な
こ
と
か
ら
、
今
、
記
録

と
し
て
残
さ
な
け
れ
ば
、
種
子

島
弁
は
失
わ
れ
て
し
ま
う
の
で

は
と
の
懸
念
が
あ
り
、今
回
「
中

種
子
町
方
言
辞
典
」
を
編
さ
ん

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
種
子
島
弁
」
と
い
っ
て
も
、

中
種
子
町
の
方
言
は
西
之
表
市

や
南
種
子
町
の
も
の
と
は
多
く

の
違
い
が
あ
り
ま
す
。
今
回

の
「
中
種
子
町
方
言
辞
典
」
は
、

そ
の
名
の
と
お
り
「
中
種
子
町
」

の
方
言
に
特
化
し
た
辞
典
で

す
。
県
内
随
一
の
方
言
研
究
者

で
あ
る
橋
口　

滿
先
生
に
執
筆

を
お
願
い
し
、
多
く
の
町
民
の

皆
さ
ま
に
調
査
の
ご
協
力
を
頂

き
な
が
ら
編
さ
ん
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
今
年
度
末
に
は
発
刊

さ
れ
る
予
定
で
す
の
で
、
町
民

の
皆
さ
ま
に
ご
一
読
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
　
　
　

歴
史
民
俗
資
料
館
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種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
特
別
公
開

       

２
０
２
６
ま
も
な
く
開
催
！

　
「
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
特
別
公
開

２
０
２
６
」
を
、
11
月
23
日
（
月
・

祝
）
10
時
か
ら
16
時
ま
で
開
催
し
ま

す
。
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
な
ら
で

は
の
企
画
を
多
数
ご
用
意
し
、
ロ
ケ
ッ

ト
の
打
上
げ
を
支
え
る
発
射
場
の
魅

力
や
宇
宙
開
発
の
最
前
線
を
身
近
に

感
じ
て
い
た
だ
け
る
特
別
な
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

　

普
段
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
施

設
の
公
開
や
体
験
型
企
画
な
ど
、
お

楽
し
み
い
た
だ
け
る
内
容
を
準
備
し

て
い
ま
す
。
宇
宙
や
ロ
ケ
ッ
ト
に
興

味
の
あ
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
初
め
て

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
る
方

に
も
お
す
す
め
で
す
。

　

特
別
公
開
に
関
す
る
最
新
情
報
は
、

今
後
、
特
設
サ
イ
ト
お
よ
び
種
子
島

宇
宙
セ
ン
タ
ー
公
式
Ｘ
に
て
随
時
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
来
場

を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

宇
宙
科
学
技
術
館
に
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト

が
Ａ
Ｒ
で
登
場
！

　

現
在
、
宇
宙
科
学
技
術
館
で
は
、

熊
毛
支
庁
が
制
作
し
た
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ

ト
の
Ａ
Ｒ
（
拡
張
現
実
）
コ
ン
テ
ン

ツ
を
体
験
で
き
ま
す
。

　

ロ
ケ
ッ
ト
エ
リ
ア
と
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
付
近
に
展
示
し
て
い
る
ポ
ス
タ
ー

の
二
次
元
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
読
み
取
る
と
、
画
面
上
の
現
実

の
景
色
の
中
に
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
６
号

機
（
固
体
ロ
ケ
ッ
ト
ブ
ー
ス
タ
な
し

30
形
態
）
の
３
Ｄ
モ
デ
ル
が
出
現
し

ま
す
。

　

宇
宙
セ
ン
タ
ー
も
確
認
協
力
し
た

精
巧
な
３
Ｄ
モ
デ
ル
な
の
で
、
ま
る

で
本
物
の
ロ
ケ
ッ
ト
が
目
の
前
に
現

れ
た
か
の
よ
う
な
迫
力
を
楽
し
め
る

ほ
か
、
写
真
・
動
画
の
撮
影
も
で
き

ま
す
。
ロ
ケ
ッ
ト
の
大
き
さ
は
自
由

に
変
え
ら
れ
る
の
で
、
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ

ト
と
の
記
念
撮
影
も
可
能
で
す
。

(

記
事
の
内
容
は
９
月
25
日
現
在)

宇宙センターだより 宇宙科学技術館　☎㉖ 9244

　種子島宇宙センターホームページＱＲ➡

自立支援協議会だより 種子島地区基幹相談支援センター　☎㉘ 3633

相
談
支
援
部
会
の
取
り
組
み

　

相
談
支
援
部
会
は
種
子
島
地

区
自
立
支
援
協
議
会
の
専
門
部

会
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
支
援
部
会
は
、
相
談
支

援
事
業
所
、
精
神
科
病
院
、
く

ま
げ
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
の
支
援
者
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
相
談
定
例
会
を

毎
月
開
催
し
、
地
域
で
生
活
す

る
障
害
の
あ
る
方
が
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
（
就
労

継
続
支
援
Ａ
型
・
Ｂ
型
事
業
所
、

共
同
生
活
援
助
事
業
所
（
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
）、
児
童
発
達
支
援
事

業
所
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
）
の
サ
ー
ビ
ス
管
理

責
任
者
、
児
童
発
達
管
理
責
任

者
を
年
に
1
回
定
例
会
に
お
呼

び
し
て
各
事
業
所
の
抱
え
る
課

題
や
情
報
の
共
有
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
下
部
組
織
で
あ
る

医
療
的
ケ
ア
児
等
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
や
四
葉
の
会
な
ど
各

事
業
所
等
か
ら
出
さ
れ
た
課
題

を
種
子
島
地
区
自
立
支
援
協
議

会
に
提
言
し
て
い
ま
す
。
地
域

で
生
活
す
る
障
害
の
あ
る
方
ま

た
は
疑
い
の
あ
る
方
は
困
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
相
談
支
援

事
業
所
等
に
ご
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
個
人
情
報
な
ど
漏

洩
し
な
い
よ
う
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ

い
。

　

地
域
で
暮
ら
す
支
援
が
必
要

な
方
が
笑
顔
で
生
活
で
き
る
よ

う
に
こ
れ
か
ら
も
お
手
伝
い
さ

せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

相
談
支
援
部
会　

事
務
局

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
ね
い
ろ
24

文
責
：
木
下
康
子　

☎
：
㉗
１
１
５
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
㉗
１
０
５
５

西之表市

相談支援事業所　たちばな園 25-1199

障害者支援センター　こすも 28-3350

せいざん病院 28-3331

中種子町

種子島地区基幹相談支援センター 28-3633

相談支援センター　あかつき 2７-0900

相談支援センター　ねいろ 24 2７-1155

くまげ就業・生活支援センター 28-3445

南種子町 南種子町社会福祉協議会相談支援事業所 26-1７03

実物の約 10 分の 1
サイズの AR ロケット

特別公開
特設サイト

種子島宇宙
センター公式Ｘ
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診療時間 診療科 月 火 水 木 金

14 時～ 1７ 時

内科 藤田 藤田 藤田 藤田 藤田
総合診療 加藤 加藤 加藤 加藤 加藤

特別診療科 午前と同様

10 月１日より加藤　昇先生が着任されました。（総合的に診療します）

※火曜日の整形外科の受診を希望される方は、必ず電話でのお問い合わせをお願いします。

※当番医８日（日）。休日は当番医の受診をお願いします。

【徳洲会グループの応援体制について】

◯徳洲会関西ブロック医師：入院病棟管理対応など。

■公立種子島病院の 11 月診療情報
受付時間　　午前：８時～ 11 時、午後：８時 30 分～ 16 時

診療時間 診療科 月 火 水 木 金

9
９時～ 12 時

内科
藤田 藤田 藤田 藤田 藤田
三宅

総合診療 加藤 加藤 加藤 加藤 加藤

特別診療科

眼科（鹿児島大学医師派遣）：９日・10 日・16 日・1７ 日
耳鼻咽喉科（鹿児島大学医師派遣）
毎週木曜日　５日・12 日・19 日・26 日
消化器内科（福岡徳洲会医師）：13 日・2７ 日の金曜日※内視鏡検査予定

整形外科（鹿児島大学医師派遣）1７ 日　火曜日午前のみ外来診療

小児外科（鹿児島大学医師派遣）：６日（金）・20 日（金）
物忘れストレスケア外来（濵田医師）：18 日（水）
リウマチ科：５日（木）・19 日（木）中島医師

公立病院だより 公立種子島病院　☎㉖ 1230　臨床検査技師上加世田宜樹

　　　　　　公立種子島病院ホームページＱＲ➡

　

皆
さ
ま
は
病
院
を
受
診
さ
れ
た
時

に
血
液
の
検
査
や
尿
の
検
査
を
行
わ

れ
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
袖

を
ま
く
っ
て
い
ざ
採
血
・
注
射
は
緊

張
し
ま
す
ね
。
注
射
針
は
多
少
痛
み

を
伴
う
も
の
で
す
が
、
い
つ
も
と
違

う
痛
み
、
し
び
れ
や
電
気
が
走
る
よ

う
な
感
覚
、
指
先
ま
で
響
く
よ
う
な

し
び
れ
や
強
い
痛
み
を
感
じ
た
場
合

は
我
慢
せ
ず
に
す
ぐ
に
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
即
対

応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
い
つ

も
と
違
う
と
感
じ
た
ら
我
慢
せ
ず
に

そ
の
場
で
教
え
て
い
た
だ
い
た
方
が

良
い
の
で
す
。

　

外
来
や
健
診
で
尿
コ
ッ
プ
を
渡
さ

れ
て
さ
て
ど
の
く
ら
い
採
れ
ば
よ
い

の
？
と
思
っ
た
方
も
少
な
く
な
い
と

思
い
ま
す
。
２
０
０
㎖
の
コ
ッ
プ
で

す
が
、
１
／
４
～
１
／
３
も
あ
れ
ば

ほ
と
ん
ど
の
尿
検
査
が
行
え
ま
す
。

コ
ッ
プ
一
杯
に
採
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
一
般
的
な
尿
検
査
で
は
尿
の

出
始
め
で
は
な
く
途
中
の
尿
を
採
尿

す
る
こ
と
も
大
事
で
す
。
特
殊
な
検

査
で
は
前
も
っ
て
説
明
が
あ
り
ま
す

の
で
指
示
が
無
け
れ
ば
尿
を
止
め
ず

に
途
中
を
採
尿
さ
れ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
尿
が
ほ
ん
の
少
し
し
か
採
れ
な

い
場
合
で
も
少
な
く
て
構
い
ま
せ
ん

の
で
そ
の
ま
ま
提
出
さ
れ
て
く
だ
さ

い
。
ど
う
し
て
も
尿
が
出
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
ス
タ
ッ
フ

に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。
も
う
1
つ

尿
検
査
で
は
重
要
な
お
願
い
が
あ
り

ま
す
。
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
コ
ッ

プ
の
上
に
被
せ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
お
止
め
く
だ
さ

い
。
眼
に
見
え
な
い
小
さ
な
ゴ
ミ
が

尿
に
混
ざ
っ
て
し
ま
い
検
査
に
影
響

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
心
電
図
検
査
に
関
し
て
、

心
電
図
を
行
う
こ
と
が
前
も
っ
て
判

る
場
合
に
は
胸
を
開
け
や
す
い
服
と

足
首
手
首
の
肌
が
直
接
晒
し
や
す
い

恰
好
が
あ
り
が
た
い
で
す
。
冬
場
で

困
る
の
は
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
で
す
。
脱

い
で
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

病
院
で
の
事
柄
は
日
常
生
活
と
は

か
け
離
れ
て
い
て
戸
惑
わ
れ
る
こ
と

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
検
査

関
連
だ
け
で
し
た
が
判
ら
な
い
事
や

疑
問
に
思
わ
れ
た
事
は
お
気
軽
に
ス

タ
ッ
フ
へ
お
声
が
け
下
さ
れ
ば
幸
い

で
す
。

検査を受ける時に

午前の部

午後の部
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婚姻・出生・死亡届社協だより

暮らしのうごき
人口の動き

総人口 6,889 人 (-21) 出生 １人

男　性 3,358 人 (-14) 死亡 16 人

女　性 3,531 人 ( -７) 転入 14 人

世帯数 3,994 戸 ( -７) 転出 1７ 人

※（　）は前月との比較（９月末現在）

火事・救急

火事・救急 (町内）　９月中

火　事 0件 うち建物 0件

救　急 44 件 うち急病 18 件

交通事故（人身）

交通事故 町内 島内

発生件数 0件 ( 0) 1 件 ( 0)

死 者 数 0件 ( 0) 0 件 ( 0)

負傷者数 0件 ( 0) 1 件 ( 0)

※令和８年９月、(　)は前年同時期比較

●寄付のお礼
　亡くなられた方々のご家族から、社会福祉協議

会へ金一封が寄せられました。これらの善意に感

謝するとともに、謹んで故人のご冥福をお祈り申

し上げます。（敬称略）

時田　祥子 　（西之山）　 深田　和幸（向井町）

濱島　真奈美（横　町）   松下　桂子（牧　川）

遠藤　世津子（中之町）　 川原　憲一（松　原）

竹原　めぐみ ( 南種子町）居川　加代子（旭　町）

戸 籍 の 窓
令和８年９月受付分

（承諾書をいただいた方のみ掲載）

おくやみ申しあげます

名前 集落 年齢

古市　孝一 向　町 83 歳

鎌田　いつよ 田　島 ７７ 歳

金城　栄祐 深久保 ７3 歳

濱島　匡希 横　町 43 歳

深田　朴 向井町 94 歳

渡邊　勉 高　峯 83 歳

松下　勝之 牧　川 68 歳

居川　信太郎 旭　町 ７７ 歳

古城　俊一 畠　田 ７5 歳

川原　成子 松　原 ７9 歳

永井　美智子 横　町 ７2 歳

日髙　ミヨ 郡　原 96 歳

遠藤　次男 中之町 66 歳

山岸　満枝 伏之前 89 歳

阿世知ヤス子 牧　川 96 歳

中
種
子
特
別
支
援
学
校
で
は
、「
地
域
が
育
む
『
か

ご
し
ま
の
教
育
』
県
民
週
間
」
に
合
わ
せ
て
、
保
護

者
や
地
域
お
よ
び
関
係
機
関
な
ど
の
方
々
が
自
由
に

学
校
の
様
子
を
参
観
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
自

由
参
観
週
間
を
設
け
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
来
校
く
だ

さ
い
。

■
日
時

11
月
２
日
、
４
日
、
５
日
、
６
日

　

午
前
９
時
00
分
～
午
後
３
時
00
分

■
場
所

中
種
子
特
別
支
援
学
校

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

中
種
子
特
別
支
援
学
校

　

☎
㉗
２
８
１
８

鹿
児
島
県
最
低
賃
金
が
時
間
額

「
１
０
９
０
円
」
に
改
正
さ
れ
ま
し

た
！

　

鹿
児
島
県
最
低
賃
金
は
、
令
和
８

年
10
月
25
日
か
ら
時
間
額
１
０
９
０

円
と
な
り
ま
す
。
こ
の
最
低
賃
金
は
、

鹿
児
島
県
内
の
事
業
場
で
働
く
す
べ

て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
労
働
局
賃
金
室

☎
０
９
９
（
２
２
３
）
８
２
７
８

ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
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日 月 火 水 木 金 土
１１
◆休日当番医②
●給油当番②
◯第２回種子島地
区スポーツ少年団
競技別交歓大会

２２
●幼児学級１歳
～３歳（保育所
10:00 ～ 11:30）
◯第 49 回町民◯第 49 回町民
文化祭（展示文化祭（展示
～４日）～４日）

３３
文化の日

◆休日当番医①
◯第 49 回町民
文化祭（舞台発
表）

４ ５
● に じ い ろ ク
ラ ス ( こ 家 セ 
13:30 ～ 15:00)
●幼児学級１歳
～ ３ 歳 順 延 日
（ 保 育 所 10:00
～ 11:30）

６
●赤ちゃん教
室１歳頃まで
（福セ 10:00 ～
11:30）

７７
●第 4７ 回中種
子町農林漁業祭

８８
◆休日当番医③
●給油当番①
●第 51 回中種子町
駅伝競走大会
●壮年バレーボー
ル大会
●りんくの
おおひろば
（中公大 9:00 ～
12:00)

９ 10
●マイナンバー
カード交付・申
請 業 務（1７:15
～ 19:00）

1111
● にじいろメ
ン テ ( こ 家 セ 
13:30 ～ 16:00)

1212 13
●母子手帳交付
（こ家セ 13:30
～ 15:00)
●にじいろ健
診 ２ 歳、 乳 児
（ 保 セ 9:00 ～
12:00）

1414
●土曜授業

1515
◆休日当番医①
●給油当番②

1616 1717 1818 1919
●にじいろ健診
５ 歳 児（ 保 セ
13:00 ～ 16:00）
●高齢者学級　
どんぐり

2020 2121
●りんくの
おおひろば
（ 中 公 大 9:00
～ 12:00)
●チャレンジ・
キッズ

2222
◆休日当番医④
●給油当番①
●種子島相撲大会
（町相撲場）

23
勤労感謝の日

◆休日当番医①

24
●幼児学級１歳
～ ３ 歳（ 福 セ
10:00 ～ 11:30）
●マイナンバー
カード交付・申
請 業 務（1７:15
～ 19:00）

2525
●おひさま相談
室（防セ第２
 9:00 ～ 1７:00）
● にじいろメ
ン テ ( こ 家 セ 
13:30 ～ 16:00)

2626
●赤ちゃん教
室１歳頃まで
（福セ 10:00 ～
11:30）

27
●母子手帳交付
（こ家セ 13:30
～ 15:00)

2828
●中央公民館図
書室おはなし会
（中公和 10:30～）

2929
◆休日当番医②
●給油当番②
●第 56回地区市町
対抗駅伝競走大会
（中種子開催）

3030

お知らせ版（11 月）
◆休日当番医
①　種子島医療センター（☎ 05７0-09-0960）　②　田上診療所（☎ 2７-0325）

　③　公立種子島病院（☎ 26-1230）　④　中種子クリニック（☎ 2７-3222）　

●日曜給油当番
①　GLOBAL THINK（株）中央給油センター（☎ 24-2255）

　②　種子島石油 (株 )中種子中央給油所（☎ 2７-0205）

休 日
当番医

日 曜
給 油

おひさま相談室 事前予約が必要なので、地域福祉課福祉係（☎ 2７-1111 内線 261）までお問い合わせください。
りんくのひろば　平日（月～金）9:00 ～ 1７:00（最終入室 16:30）　交流スペースで実施。立ち飲みカフェあります。
こどもの予防接種 ※予防接種を受ける際は事前に医療機関へご確認・ご予約をお願いします。
こども家庭センター 妊婦体験や沐浴指導などは個別に対応しますので、ご希望の方はこども家庭センター
　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 ☎（2７-1111 内線 254）までお問い合わせください。
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島の四季彩 
ヤクシソウ（キク科）
【漢字表記】薬師草
【分布】北海道～九州・大隅諸島、
       朝鮮～中国～ベトナム
【生育地】日当たり良く、やや乾燥
         気味の、山地の路傍や林縁部
【繁殖形態】種子 (植物学上は果実 )
　和名の由来については、諸説ありますが、よく分かっ
ていません。日当たり良く、やや乾燥気味の場所に多
く、やや山地の伐採地や崩壊地などに生育しているこ

とが多いです。高さ 30 ～ 100cm になる、全体無毛で、
よく分岐する、やや蔓性の越年草で、茎葉は傷つくと
乳液が出ます。葉は、根元にある根生葉は有柄のさじ
形で、花期には枯れています。茎にある葉 (茎葉 )は、
楕円形～三角形で、基部は大きく膨らみ茎を抱くよう
な形になっており、互生します。花期は晩夏～晩秋と
長く、花序は、枝先に多数つき、頭花はすべて舌状花
からなり、黄色で径約 1.5cm で、明るい昼間には開い
ていますが、夜間や雨天時などには閉じています。花
が終了すると頭花は下向きに垂れます。開花した株は
枯れます。

【写真・資料提供】香月茂樹さん（元薬草試験場長）

お気軽にお問い合わせください

住所　鹿児島県熊毛郡中種子町野間 4287-1
電話　0997-27-1253　担当　中村

公益財団法人種子島農業公社

さ と う き び 収 穫
季 節 作 業 員 募 集
■給与　220,000 円～ 375,000 円
　　　　（時給×８ｈ× 25 日）
●時給＋手当
　オペレーター　 1,875 円
　補助員　　　　 1,300 円
　精脱作業員　　 1,100 円
  運転手（ユニック）　1,500 円
　　　　※運搬手当有　100 円／１袋
　　　　 （10tダンプ）1,875 円
■作業内容　さとうきび・甘藷収穫作業
　　　　　　その他農作業
■時間　午前８時～午後５時
■期間　９月～５月
■資格
　オペレーター・補助員・精脱作業員
　（普通自動車免許もしくは原付免許）
　10tダンプ（大型自動車免許）
　ユニック（大型自動車免許、小型移
動式クレーン、玉掛け免許）
■勤務地　町内各さとうきび圃場（現
場へは各自で移動）、公社精脱施設
■応募　オペレーター（２人）、補助員
（７人）、精脱作業員（６人）10tダンプ
（１名）、ユニックトラック（２名）

お気軽にお問い合わせください

住所　鹿児島県熊毛郡中種子町野間 4287-1
電話　0997-27-1253　担当　中村

公益財団法人種子島農業公社

公益財団法人種子島農業公社
正 職 員 募 集
■給与　
　◯基本給　新卒高卒　184,680 円
　　　　　　新卒大卒　207,690 円
　（中途採用の方は年齢経験により異なります）
　◯特殊勤務手当、特殊技能手当
　　家族手当、住居手当（島外出身者）
　◯昇給有、賞与年２回合計 4ヶ月
　◯月末締めの毎月 21 日支払い
■社会保障　雇用・労災・健康厚生、　
　　　　　　退職金共済（勤続３年経
　　　　　　過後中退共）
■業務内容　企画事務および現場指導
　　　　　　監督、繁忙期の現場作業
■就業時間　８時～17時（休息時間60分）
　休日　　　週休２日制
■休日出勤　繁忙期を中心に 10 日程度
　　　　　　（代休・休日手当有）
■学歴　　　高校以上
■資格　　　不問（上記資格保有者優遇、
　　　　　　 入社後資格取得制度有）
■勤務地　　種子島農業公社
　　　　　　中種子町野間 4287 番地 1
■選考　　　書類選考後、面接
　　　　　　下記住所へご応募ください。

お問い合わせ
種子屋久高速船株式会社
〒 892-0814 鹿児島市本港新町５
☎ 099-226-1012 担当 /渡司（ワタシ）

●種子屋久高速船
 トッピー＆ロケット営業部門
●窓口業務でのチケット発券・
　予約受付・問い合わせ対応
お客様とお話しながら、予約システムに
キーボード入力をしていただきます。コー
ルセンターやオペレーション業務経験者
の方は慣れるのが早いと思います。お客
様と接するお仕事経験者の方、お待ちし
ています。
男性の方は主に高速船入出港時の網取り、
綱放し、給油、高速船へのタラップ架設、
搭乗チェックインの作業がメインとなりま
す。慣れるまでは社員がアドバイスします。
給与：199,000 円～ 252,000 円
勤務体制：シフト制　勤務地：種子島
待遇：乗船券本人無料・乗船券家族無料・
年間休日 105 日・制服貸与・通勤手当・
扶養家族手当・現業手当・資格手当・離
島手当・産前・産後休業制度・育児休業
制度・介護休業制度・慶弔見舞金制度・
退職金制度（勤続３年以上）
インフルエンザ予防接種

未経験者歓迎

職場体験あり


